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来
　
　
田

隆

「
　
は
じ
め
に

現
代
語
の
副
詞
「
ヤ
バ
リ
」
　
の
語
源
に
つ
い
て
、
ヤ
ヲ
ラ
・
ヤ
ワ
ラ
の
転
と
す
る
考
え
方
は
早
く
か
ら
あ
る
。
早
く
に
　
『
志
不
可
起
』
　
（
享

保
十
二
　
八
一
七
二
七
）
年
）
　
に
、

「
ヤ
バ
リ
、
ソ
ノ
マ
マ
ト
云
二
用
ル
詞
也
。
源
氏
ナ
ド
ニ
や
を
ら
ト
云
詞
有
。
シ
ヅ
カ
ニ
ヤ
バ
ラ
カ
ナ
ル
也
。
和
ノ
字
ヲ
用
」
（
『
国
語
学

「
ヤ
　
ヲ
　
ラ
」
と
　
「
ヤ
　
バ
　
リ
」



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

大
系
　
方
言
〓
）

と
説
い
て
い
る
。
こ
の
考
え
方
は
後
の
研
究
者
に
も
受
け
継
が
れ
、
新
村
出
氏
は
「
足
利
時
代
の
言
語
に
就
い
て
」
の
中
で
、

今
日
「
や
っ
ぱ
り
」
と
か
「
よ
っ
ぽ
ど
」
と
か
云
ふ
言
葉
が
あ
る
。
さ
う
云
ふ
俗
語
に
就
て
は
未
だ
今
ま
で
語
学
者
で
充
分
な
解
釈

を
施
し
た
人
は
無
い
様
で
す
。
併
な
が
ら
史
記
抄
等
の
抄
本
に
依
っ
て
「
や
っ
ぱ
り
」
と
か
「
よ
っ
ぽ
ど
」
と
か
云
ふ
言
葉
を
解
釈
し

て
見
ま
す
と
其
由
来
が
能
く
分
か
る
の
で
あ
る
。
「
や
っ
ぱ
り
」
と
云
ふ
言
葉
は
「
静
に
」
「
其
ま
ゝ
」
と
云
ふ
意
味
で
使
っ
て
あ
る
。

之
を
促
音
に
し
な
い
で
「
や
は
り
」
或
は
「
や
わ
り
」
と
云
ふ
風
に
使
っ
て
あ
る
所
も
あ
り
ま
す
。
是
は
特
別
に
調
べ
上
げ
た
も
の
が

ご
ざ
い
ま
す
か
ら
詳
細
は
別
に
申
さ
う
と
思
ひ
ま
す
。
「
や
っ
ぱ
り
」
或
は
「
や
は
り
」
と
云
ふ
言
葉
は
、
多
分
平
安
朝
の
「
や
は
ら
」

「
や
を
ら
」
（
「
や
ほ
ら
」
の
転
）
と
云
ふ
語
に
関
係
を
有
っ
て
居
る
ら
し
い
。
（
『
東
方
言
語
史
叢
考
』
所
収
　
昭
和
2
・
蔓

と
説
か
れ
て
い
る
。
そ
し
て
両
者
に
は
意
味
の
上
で
差
異
の
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
、

（
ヤ
ヲ
ラ
は
＝
筆
者
注
）
平
安
朝
に
て
は
「
そ
つ
と
」
と
か
「
徐
に
」
と
か
云
ふ
意
味
で
、
動
作
を
極
静
粛
に
振
舞
ふ
こ
と
に
使
っ
た
。

即
ち
宇
津
保
物
語
に
「
大
将
み
は
し
ら
よ
り
や
を
ら
の
ぼ
り
て
」
源
氏
物
語
に
「
姫
君
御
硯
を
や
を
ら
引
寄
せ
て
」
今
昔
に
「
や
は
ら

あ
ゆ
み
よ
り
た
る
に
」
と
云
ふ
風
に
動
作
が
極
め
て
静
粛
な
場
合
に
使
っ
て
あ
る
。
所
が
（
ヤ
バ
リ
は
＝
筆
者
注
）
史
記
抄
に
は
此
静
粛

の
動
作
が
全
く
静
止
の
情
態
の
意
味
に
変
じ
て
居
る
。
動
作
の
徐
々
な
こ
と
即
ち
緩
慢
な
動
作
の
意
味
に
し
な
い
で
、
依
然
と
し
て
静

止
し
て
居
る
意
味
に
使
っ
て
あ
る
。
（
前
掲
書
）

と
説
い
て
お
ら
れ
る
。
こ
れ
を
承
け
て
、
湯
沢
幸
吉
郎
氏
は
『
室
町
時
代
言
語
の
研
究
』
に
於
い
て
、
『
史
記
抄
』
か
ら
ヤ
バ
リ
・
ヤ
ツ
パ
リ

の
例
を
引
か
れ
、

こ
れ
は
既
に
先
輩
が
論
じ
た
通
り
、
平
安
朝
の
文
学
に
「
や
は
ら
」
と
現
れ
る
語
で
、
現
代
口
語
で
は
、
多
少
意
味
は
変
わ
っ
た
が
、

「
矢
張
」
の
漢
字
で
表
記
し
て
居
る
副
詞
で
あ
る
。
（
Ⅲ
ペ
）

と
説
か
れ
、
さ
ら
に
『
四
河
入
海
』
か
ら
ヤ
ホ
リ
・
ヤ
ツ
ホ
リ
の
例
を
引
か
れ
、
「
こ
れ
は
、
「
や
を
ら
」
の
転
な
る
べ
く
、
発
音
は
ヤ
オ
リ
、



ヤ
ツ
ポ
リ
か
と
言
わ
れ
る
」
と
述
べ
ら
れ
た
。

と
こ
ろ
で
、
「
ヤ
ヲ
ラ
」
と
「
ヤ
バ
リ
」
と
の
関
係
を
指
摘
さ
れ
た
新
村
氏
は
、
「
是
は
特
別
に
調
べ
上
げ
た
も
の
が
ご
ざ
い
ま
す
か
ら
、

詳
細
は
別
に
申
さ
う
と
思
ひ
ま
す
」
と
述
べ
ら
れ
な
が
ら
、
何
故
か
そ
れ
を
公
表
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
両
者
の
関
連
性
を
説
く
た

め
に
は
、
意
味
の
面
だ
け
で
は
な
く
、
音
声
の
変
化
と
し
て
、
（
ヤ
ヲ
ラ
）
ま
た
は
（
ヤ
ワ
ラ
）
（
音
形
の
表
記
に
は
（
　
）
を
付
す
。
以
下
同
じ
）

か
ら
（
ヤ
バ
リ
）
へ
の
変
化
が
説
明
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
本
稿
は
、
「
ヤ
ヲ
ラ
」
と
「
ヤ
バ
リ
」
の
関
連
性
に
つ
い
て
、
意
味

と
形
態
と
の
両
面
か
ら
改
め
て
考
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

二
、
「
ヤ
ヲ
ラ
」
　
の
語
形
と
意
味

1
、
「
ヤ
ヲ
ラ
」
　
の
語
形
変
化

「
ヤ
ヲ
ラ
」
は
、
文
献
資
料
に
は
ヤ
ヲ
ラ
・
ヤ
バ
ラ
・
ヤ
ワ
ラ
と
い
う
形
で
現
れ
る
（
以
下
、
語
形
を
考
慮
し
な
い
場
合
は
「
ヤ
ヲ
ラ
」
表
記
で

（1）

代
表
す
る
）
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
語
形
を
適
時
的
に
考
察
し
た
も
の
と
し
て
は
早
く
に
佐
藤
武
義
氏
の
論
が
あ
る
。
氏
は
、
平
安
時
代
か

ら
室
町
時
代
ま
で
の
文
献
を
広
く
調
査
さ
れ
、
平
安
朝
の
和
文
か
ら
ヤ
ヲ
ラ
が
見
ら
れ
る
こ
と
、
ヤ
バ
ラ
（
ヤ
ワ
ラ
）
は
十
一
世
紀
後
半
頃
に

見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
、
ま
た
、
『
日
葡
辞
書
』
に
は
ヤ
ワ
ラ
は
登
載
す
る
が
ヤ
ヲ
ラ
は
登
載
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
十

七
世
紀
前
後
は
ヤ
ワ
ラ
が
一
般
的
で
あ
っ
た
が
、
ヘ
ボ
ン
の
『
和
英
語
林
集
成
』
（
初
版
）
に
な
る
と
ヤ
ヲ
ラ
し
か
登
載
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、

そ
の
こ
ろ
に
は
ヤ
ヲ
ラ
が
復
活
し
て
い
た
と
説
か
れ
て
い
る
。

文
献
資
料
で
は
ヤ
ヲ
ラ
が
早
く
に
現
れ
、
ヤ
バ
ラ
ま
た
は
ヤ
ワ
ラ
が
遅
れ
て
出
て
く
る
こ
と
は
佐
藤
氏
の
指
摘
の
通
り
で
あ
る
。
た
だ
、

『
日
葡
辞
書
』
に
ヤ
ヲ
ラ
が
な
ぜ
登
載
さ
れ
て
い
な
い
の
か
は
考
え
る
べ
き
問
題
で
あ
る
。
氏
も
指
摘
し
て
お
ら
れ
る
よ
う
に
、
室
町
時
代

に
於
い
て
も
短
編
で
は
ヤ
ヲ
ラ
と
ヤ
バ
ラ
と
の
両
形
が
見
ら
れ
る
こ
と
、
ま
た
『
和
英
語
林
集
成
』
も
第
3
版
（
明
治
十
九
年
刊
）
に
は
ヤ
ヲ

ラ
と
と
も
に
ヤ
ワ
ラ
も
登
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
確
認
し
て
お
き
た
い
。

「
ヤ
　
ヲ
　
ラ
」
と
　
「
ヤ
　
バ
　
リ
」
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Y
A
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R
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寸
Ⅶ
q
t
 
a
d
く
．
S
O
f
t
－
y
這
u
i
e
t
－
y
這
e
n
t
－
y
‥
－
鼓
S
Q
Q
ぎ
眉
S
O
f
t
首
r
a
i
s
e
d
h
i
m
s
e
－
f
u
p
∵
よ
E
泳
ぎ
華
t
O
r
a
i
s
e

u
p
g
e
n
t
－
y
－
S
y
n
u
S
O
↓
↓
〇
．

Y
A
W
A
R
A
　
寸
ヾ
咄
　
a
d
く
．
S
－
O
W
F
S
O
f
t
－
y
－
的
e
n
t
－
y
（
s
a
m
e
a
s
k
e
⊇
）

（2）

ま
ず
は
平
安
時
代
か
ら
室
町
時
代
ま
で
の
文
献
に
見
ら
れ
る
「
ヤ
ヲ
ラ
」
の
意
味
・
用
法
に
つ
い
て
、
改
め
て
検
討
す
る
こ
と
と
す
る
。

2
、
「
ヤ
ヲ
ラ
」
　
の
意
味

（3）

ヤ
ヲ
ラ
と
ヤ
バ
ラ
（
ヤ
ワ
ラ
）
と
は
意
味
が
異
な
る
よ
う
に
説
か
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
両
者
に
意
味
上
の
差
異
は
無
い
と
考
え
ら
れ
る
。

例
え
ば
、
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
『
源
氏
物
語
』
の
大
成
本
文
に
は
「
や
を
ら
」
が
五
三
例
見
ら
れ
る
が
、
そ
の
う
ち
の
八
例
は
「
や

は
ら
」
の
異
文
を
有
す
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
他
の
文
献
に
於
い
て
も
指
摘
で
き
る
。
『
古
本
説
話
集
』
の

○
腰
に
さ
し
た
る
刀
を
刊
封
引
抜
き
て
（
∽
・
8
）

○
や
叫
到
引
歩
み
寄
り
た
る
に
（
1
8
5
・
1
）

は
、
・
同
一
の
説
話
を
収
め
る
『
宇
治
拾
遺
集
』
　
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、

○
腰
の
刀
を
剖
咄
引
ぬ
き
て
（
2
0
4
・
4
）

○
刊
嘲
引
、
歩
み
よ
り
た
る
に
（
2
2
7
・
1
6
）

と
な
っ
て
い
る
。
ヤ
ヲ
ラ
と
ヤ
バ
ラ
（
ヤ
ワ
ラ
）
．
と
に
意
味
上
の
差
異
は
認
め
ら
れ
な
い
の
で
、
以
下
に
は
一
括
し
て
取
り
扱
う
。

「
ヤ
ヲ
ラ
」
の
用
例
の
殆
ど
は
、
1
《
動
作
を
徐
々
に
、
静
粛
に
行
う
さ
ま
》
の
意
を
表
す
も
の
で
あ
る
。

○
ザ
ウ
シ
ニ
イ
キ
テ
、
心
地
ノ
イ
ミ
ジ
ク
ア
シ
ケ
レ
バ
、
刊
列
到
フ
シ
ヌ
。
（
『
打
開
集
』
3
9
・
5
）

○
頸
を
も
た
げ
て
、
を
き
む
と
し
け
れ
ば
、
刊
到
引
手
を
か
け
て
を
こ
し
立
て
つ
。
（
『
古
本
説
話
集
』
拗
・
3
）

O
「
あ
は
れ
」
と
や
お
ぼ
し
け
む
、
刊
封
引
山
か
ら
を
り
き
て
、
牛
屋
の
う
ち
に
侍
り
臥
し
ぬ
。
（
同
右
　
2
6
8
・
8
）



○
み
や
ひ
や
か
に
も
て
な
し
て
、
刊
到
引
き
ぬ
ひ
き
か
つ
き
て
、
ふ
し
た
る
け
は
ひ
、
い
ひ
し
ら
す
な
よ
や
か
に
み
や
ひ
や
か
な
り
。

（
『
土
井
本
太
平
記
』
一
八
4
9
オ
）

○
チ
ト
マ
ド
ロ
ミ
タ
リ
ケ
ル
ヒ
マ
こ
、
刊
列
ラ
l
舟
ノ
バ
タ
ニ
立
給
タ
レ
バ
　
（
『
延
慶
本
平
家
物
語
』
下
2
8
4
・
4
）

○
刊
列
到
共
縄
ヲ
ト
キ
テ
漕
出
ム
ト
ス
ル
ニ
（
同
右
　
上
2
4
0
・
7
）

○
火
の
は
の
ぐ
ら
い
方
へ
向
う
て
、
剣
山
引
こ
の
刀
を
抜
き
出
い
て
蟹
に
ひ
き
あ
て
ら
れ
た
れ
ば
、
よ
そ
か
ら
は
た
だ
氷
や
な
ど
の
や

う
に
見
え
た
。
（
『
天
草
版
平
家
物
語
』
　
5
・
4
）

右
の
他
に
、
用
例
は
少
な
い
が
、

O
「
こ
の
馬
、
京
に
率
て
行
き
た
ら
ん
に
、
見
知
り
人
あ
り
て
、
『
盗
み
た
る
か
』
な
ど
言
は
れ
ん
も
よ
し
な
し
。
刊
副
引
こ
れ
を
売
り

て
ぼ
や
」
と
思
ひ
て
、
（
『
古
本
説
話
集
』
1
9
5
・
7
、
『
宇
治
拾
遺
集
』
「
刊
副
引
、
こ
れ
を
売
り
て
ぼ
や
」
㍑
・
1
）

○
そ
の
契
り
を
ふ
か
く
し
て
、
京
に
の
ぼ
り
に
け
り
。
世
中
の
す
さ
ま
じ
き
ま
ゝ
に
は
、
刊
を
到
引
唐
に
や
渡
り
な
ま
し
と
思
ひ
け
れ
ど

も
　
（
『
宇
治
拾
遺
集
』
　
4
0
7
・
1
6
）

の
よ
う
な
例
も
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
1
の
意
か
ら
転
じ
て
‥
1
1
《
他
人
に
意
図
を
知
ら
れ
な
い
よ
う
に
こ
と
を
行
う
さ
ま
》
を
表
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
用
例
は
一
層
少
な
い
が
、

○
や
を
ら
つ
～
ひ
き
い
り
給
ぬ
る
け

し
き
な
れ
ば
、
（
『
源
氏
物
語
』
薄
雲
　
6
2
9
・
5
）

○
女
房
ど
も
え
咲
は
で
、
や
は
ら
づ
～
ひ
き
入
り
に
け
り
。
（
『
古
本
説
話
集
』
2
9
・
2
）

○
無
量
ノ
功
徳
ヲ
得
ト
云
ハ
。
初
心
カ
ラ
。
ヤ
ワ
ラ
ツ
＼
セ
ハ
。

ヤ
ウ
〈
ツ
、
モ
。
ト
ツ
ク
へ
ケ
レ
ト
モ
。
勇
猛
ノ
心
ヲ
起
ス
位
こ
。

諸
位
ノ
功
徳
ヲ
モ
。
貫
テ
得
タ
ル
也
。
（
『
解
脱
門
義
聴
集
記
』
5
0
・
4
）

の
よ
う
に
、
一
1
1
1
等
ヤ
ヲ
ラ
ヅ
ツ
」
の
形
で
用
い
、
程
度
が
わ
ず
か
で
あ
る
さ
ま
》
を
表
す
例
も
あ
る
。

「
ヤ
ヲ
ラ
」
は
《
動
作
を
徐
々
に
、
静
粛
に
行
う
さ
ま
》
を
表
す
情
態
副
詞
で
あ
り
、
転
じ
て
は
《
他
人
に
意
図
を
知
ら
れ
な
い
よ
う
に
こ

「
ヤ
　
ヲ
　
ラ
」
と
　
「
ヤ
　
バ
　
リ
」
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五
四

と
を
行
う
さ
ま
》
も
表
し
、
ま
た
、
程
度
副
詞
的
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
ヤ
ヲ
ラ
か
ら
ヤ
バ
ラ
あ
る
い
は
ヤ
ワ
ラ
へ
と

語
形
変
化
を
し
て
も
、
『
日
葡
辞
書
』
　
（
邦
訳
）
　
に
、

「

、

、

．

∵

、

∴

　

∵

　

　

．

1

－

・

　

．

．

．

．

了

．

（

∴

　

∵

．

「

、

1

．

「

、

∴

∴

－

・

．

L

・

．

・

、

、

∴

、

㍉

∵

・

、

＼

∴

　

㌧

．

－

∴

／

・

－

㌦

　

∵

　

・

．

．

㍉

　

∵

．

．

「

、

㌔

、

、

、

、

・

∴

．

・

－

・

．

一

、

一

と
解
説
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
そ
の
意
味
は
変
化
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

三
、
「
ヤ
バ
リ
」
　
の
語
形
と
意
味

「
ヤ
バ
リ
」
は
室
町
時
代
の
文
献
か
ら
見
ら
れ
る
。
キ
リ
シ
タ
ン
資
料
（
『
天
草
版
平
家
物
語
』
『
エ
ソ
ポ
の
ハ
ブ
ラ
ス
』
『
金
句
集
』
『
ど
ち
り
な

き
り
し
た
ん
』
『
こ
ん
て
む
つ
す
む
ん
地
』
）
や
虎
明
本
狂
言
に
は
見
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
が
、
抄
物
に
は
前
期
の
も
の
か
ら
用
例
が
存
す
る
。

（4）

「
ヤ
バ
リ
」
の
見
ら
れ
る
抄
物
で
管
見
に
入
っ
た
の
は
次
の
資
料
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
資
料
で
の
「
ヤ
バ
リ
」
の
語
形
と
用
例
数
は
次
の

通
り
で
あ
る
　
（
年
代
は
成
立
あ
る
い
は
刊
行
年
の
概
略
を
示
し
た
も
の
）
。

『
百
丈
清
規
抄
』
　
（
一
四
六
二
）

『
史
料
本
人
天
眼
目
抄
』
　
（
～
一
四
六
四
）

『
碧
巌
集
抄
八
川
僧
抄
）
』
　
（
～
一
四
六
九
）

『
史
記
抄
』
　
（
一
四
七
七
）

（5）

『
土
井
本
周
易
抄
』
　
（
二
四
七
七
）

『
京
大
本
場
山
聯
句
抄
』
（
6

『
四
河
入
海
』
　
（
一
五
二
七

（7）

『
玉
塵
』
　
（
一
五
三
六
）

一
五
〇
四
）

ヤ
バ
リ

ヤ
ワ
リ

ヤ
ツ
ハ
シ

ャ
バ
リ

ヤ
バ
リ

ヤ
ホ
リ

ヤ
ホ
リ

ヤ
ツ
バ
リ

一
例

一
例

一
例
五
例
三
例
一
例

二
〇
例

一
例

ヤ
ツ
バ
リ

ヤ
ツ
バ
リ

ヤ
ヲ
リ

ヤ
ツ
ホ
リ

二
例

二
三
例
二
例
二
例
　
　
ヤ
ホ
シ
一
例



『
東
大
国
語
研
究
室
蔵
本
医
方
大
成
論
抄
』
　
（
一
五
七
九
）

『
京
大
本
周
易
抄
』
　
（
～
一
五
九
こ

『
禅
林
類
葬
撮
要
抄
（
伝
万
安
抄
）
』
（
一
六
四
二
刊
）

『
碧
巌
集
紗
人
伝
万
安
抄
）
』
　
（
一
六
五
〇
刊
）

『
無
刊
記
碧
岩
砂
』

ヤ
ツ
バ
リ

ヤ
ツ
バ
リ

ヤ
ワ
リ

ヤ
ワ
リ

ヤ
ヲ
リ

抄
物
に
於
け
る
「
ヤ
バ
リ
」
の
語
形
は
、
ヤ
バ
リ
・
ヤ
ツ
バ
リ
・
ヤ
ツ
ハ
シ

二
例

一
〇
例
六
例
五
例
三
例

（
こ
れ
を
a
（
ヤ
バ
リ
系
）
と
す
る
）
、
ヤ
ホ
リ
・
ヤ
ツ
ホ
リ
・

ヤ
ホ
リ
（
こ
れ
を
b
（
ヤ
ホ
リ
）
系
と
す
る
）
、
C
ヤ
ワ
リ
、
d
ヤ
ヲ
リ
と
多
彩
で
あ
る
（
本
稿
で
は
個
々
の
語
形
を
考
慮
し
な
い
場
合
は
「
ヤ
バ
リ
」
の

表
記
で
代
表
さ
せ
る
）
。

ま
ず
意
味
の
面
か
ら
見
る
と
、
語
形
の
違
い
に
か
か
わ
ら
ず
意
味
は
同
じ
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
い
ず
れ
の
語
形
で
あ
っ
て
も
、
「
（
て
）
居

る
」
あ
る
い
は
「
置
く
」
と
い
う
二
つ
の
動
詞
を
修
飾
す
る
用
法
が
殆
ど
を
占
め
て
い
る
。

ヤ
バ
リ
・
ヤ
ツ
バ
リ
・
ヤ
ツ
ハ
シ
か
ら
見
て
ゆ
く
。

i
「
（
て
）
居
る
」
を
修
飾
す
る
。
こ
の
用
法
が
最
も
多
い
。

○
鳥
ノ
飛
時
、
チ
ッ
ト
モ
刊
川
引
イ
ハ
、
可
落
ソ
（
『
百
丈
清
規
抄
』
四
2
オ
誓

○
静
二
〆
刊
バ
引
イ
バ
ヨ
イ
ゾ
（
『
土
井
本
周
易
抄
』
三
2
2
オ
）

○
他
人
ヲ
雇
テ
銭
ヲ
出
テ
我
ハ
ヤ
刊
バ
男
居
ル
ヲ
居
更
ト
云
ソ
（
『
史
記
抄
』
一
七
1
3
ウ
）

○
歴
ハ
星
ノ
天
ヲ
ア
チ
コ
チ
へ
マ
ワ
ラ
ル
＼
ソ
、
一
－
所
二
刊
l
州
引
ハ
イ
メ
ソ
（
『
玉
塵
』
三
九
5
オ
）

○
初
九
ノ
モ
ノ
ハ
先
ツ
ヤ
ツ
バ
リ
居
ヨ
ゾ
　
（
『
土
井
本
周
易
抄
』
三
2
2
オ
）

〇
六
二
　
左
股
力
破
レ
テ
ヱ
ア
ル
カ
ヌ
ソ
、
ヤ
ツ
バ
リ
イ
タ
カ
ヨ
イ

（
『
京
大
本
周
易
抄
』
　
3
8
ウ
）

○
山
ハ
動
テ
ヤ
ツ
バ
リ
イ

ル
物
ヂ
ヤ
程
二
止
ル
ト
モ
止
ム
ト
モ
ヨ
ム
ソ
（
同
右
　
5
4
オ
）

「
ヤ
ヲ
ラ
」
と
「
ヤ
　
バ
　
リ
」



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
六

〇
可
d
ハ
叫
l
バ
叫
引
キ
コ
ウ
テ
居
タ
ラ
ハ
此
僧
モ
天
下
ノ
人
モ
悠
歴
ト
モ
窺
イ
得
マ
シ
イ
者
ヲ
ト
サ
ワ
ツ
タ
（
『
碧
巌
集
抄
八
川
僧
抄
）
』

（8）

4
4
ウ
　
「
ツ
」
は
右
傍
補
入
）

‥
1
1
「
（
て
）
置
く
」
を
修
飾
す
る
。

○
刊
l
川
引
ヲ
カ
バ
ナ
ヲ
ラ
ウ
ソ
（
『
土
井
本
周
易
抄
』
三
2
1
ウ
）

○
銭
ヲ
多
ニ
セ
ウ
ト
思
ワ
ハ
チ
ッ
ト
モ
刊
l
州
l
男
置
テ
ハ
カ
ナ
ウ
マ
イ
ソ
（
『
史
記
抄
』
一
九
9
ウ
）

コ
ト
チ

○
惹
ヲ
ヒ
ク
時
ハ
練
ヲ
モ
チ
ア
ク
ル
柱
ヲ
ア
チ
ヘ
ヤ
リ
コ
チ
ヘ
ヤ
リ
テ
コ
ソ
ヨ
ケ
レ
、
膠
ツ
ケ
ノ
ヤ
ウ
ニ
ハ
ハ
タ
カ
イ
テ
ハ
ナ
ニ
カ
ヨ

カ
ラ
ウ
ソ
。
一
度
音
カ
ヨ
ケ
レ
ハ
ト
テ
、
ヤ
ツ
バ
リ
ヲ
イ
テ
ハ
ワ
ル
カ
ラ
ウ
ソ
　
（
同
右
　
〓
2
9
オ
）

（9）

一
m
そ
の
他
の
動
詞
の
場
合
は
次
の
一
例
の
み
で
あ
る
。

○
叫
男
」
川
l
引
．
動
力
イ
デ
ヨ
カ
ラ
ウ
ゾ
（
『
土
井
本
周
易
抄
』
四
5
ウ
）

1
「
（
て
）
居
る
」
を
修
飾
す
る
「
ヤ
バ
リ
」
は
、
す
べ
て
「
も
と
の
状
態
の
ま
ま
で
動
か
な
い
で
い
る
さ
ま
」
を
表
し
、
‥
1
1
「
置
く
」
の

場
合
は
「
も
と
の
状
態
の
ま
ま
に
し
て
お
く
さ
ま
」
を
表
し
て
い
る
。
「
ヤ
バ
リ
」
は
《
も
と
の
状
態
の
ま
ま
で
あ
る
さ
ま
》
を
表
す
副
詞
で

あ
る
。
鈴
木
博
氏
に
よ
．
る
と
、
次
に
掲
げ
る
『
医
方
大
成
論
抄
』
東
大
本
の
ヤ
ツ
バ
リ
は
、
東
大
本
と
兄
弟
関
係
に
あ
る
京
大
本
で
は
「
ソ

（10）

ノ
マ
、
」
（
6
4
オ
）
と
な
っ
て
い
る
由
で
あ
り
、
「
ヤ
バ
リ
」
の
意
味
を
よ
く
示
す
例
で
あ
る
。

○
愛
ハ
タ
部
ノ
食
ガ
ヤ
ツ
バ
リ
不
消
テ
居
故
こ
、
宿
食
ト
云
也
（
7
4
オ
9
）

ヤ
ホ
リ
・
ヤ
ツ
ホ
リ
・
ヤ
ホ
シ
も
、
被
修
飾
語
の
実
態
は
ヤ
バ
リ
系
と
全
く
異
な
る
と
こ
ろ
が
な
い
。

i
「
（
て
）
居
る
」
を
修
飾
す
る
。

〇
二
吉
辰
…
ツ
ク
リ
ウ
ト
ノ
農
大
ハ
冬
ハ
五
穀
ヲ
ト
リ
収
テ
刊
利
男
静
ニ
ヲ
ル
ソ
（
『
四
河
入
海
』
六
ノ
三
2
ウ
）

〇
一
云
家
－
－
出
仕
－
披
言
ハ
家
二
叫
利
男
居
レ
ハ
妻
子
ヲ
ス
コ
ス
ヘ
キ
用
カ
ナ
イ
ソ
（
同
右
一
九
ノ
四
8
2
ウ
）

○
是
ヨ
リ
遠
国
工
推
臍
ス
ル
ニ
推
臍
ス
レ
ト
モ
不
去
〆
コ
、

ニ
ヤ
ツ
ホ
リ
三
年
居
ソ
　
（
同
右
　
五
ノ
三
1
6
ウ
）



〇
二
五
終
日
ヤ
ツ
ホ
リ
閑
二
居
テ
坐
〆
閉
門
－
－
〆
（
同
右

〓
ハ
ノ
一
1
7
ウ
）

〇
二
千
・
チ
ッ
ト
刊
射
叫
イ
ウ
ト
ス
レ
ハ
、
旅
人
カ
ソ
シ
ル
程
ニ
ヤ
ス
ウ
モ
エ
ネ
メ
ソ
（
同
右
　
八
ノ
二
4
3
ウ
）

‖
1
1
　
「
置
く
」
を
修
飾
す
る
。

〇
一
云
…
秋
冬
ハ
花
ノ
休
息
ス
ル
時
ソ
、
…
チ
ッ
ト
モ
牡
丹
ヲ
刊
利
男
ヲ
カ
シ
ト
テ
サ
カ
ス
ル
ケ
ナ
ソ
（
『
四
河
入
海
』
一
四
ノ
一
1
6
ウ
）

ヤ
ヲ
リ
・
ヤ
ワ
リ
も
被
修
飾
語
は
右
と
同
様
で
あ
る
。

i
「
（
て
）
居
る
」
を
修
飾
す
る
。

レ

　

°

○
只
ヤ
刊
列
男
被
レ
居
タ
ラ
ハ
天
下
ノ
人
ハ
雪
峯
ヲ
モ
何
ニ
ト
モ
エ
セ
マ
イ
物
ヲ
ト
也
（
『
無
刊
記
碧
岩
妙
』
六
3
オ
）

○
師
云
機
ハ
枢
機
チ
ッ
ト
モ
刊
ワ
l
男
ワ
イ
メ
ソ
、
ハ
タ
ラ
カ
テ
ワ
カ
ナ
ワ
ヌ
ソ
（
『
人
天
眼
目
抄
』
6
4
）

○
走
力
不
レ
丈
－
夫
虞
也
、
刊
列
男
嶺
南
ノ
樵
夫
テ
居
ラ
レ
タ
ラ
ハ
好
ン
ソ
ト
也
（
『
禅
林
類
衆
撮
要
抄
』
二
2
5
ウ
6
）

‥
1
1
「
置
く
」
を
修
飾
す
る
。

○
似
則
－
ヲ
ウ
似
ハ
似
タ
レ
ト
モ
雲
門
ノ
其
レ
テ
刊
列
男
ヲ
コ
ウ
ニ
コ
ソ
（
『
無
刊
記
碧
岩
砂
』
六
2
5
オ
）

○
侍
者
ヲ
三
喚
テ
抑
逼
〆
何
ニ
セ
ン
ソ
、
叫
ユ
用
ハ
」
男
置
カ
イ
テ
其
健
コ
ソ
見
事
ナ
レ
ト
ソ
（
『
禅
林
類
緊
撮
要
抄
』
二
3
6
オ
6
）

○
其
健
テ
刊
功
男
ヲ
カ
イ
デ
ト
ナ
リ
（
『
碧
巌
集
紗
』
一
6
3
ウ
）

一
m
そ
の
他
は
次
の
一
例
の
み
で
あ
る
。
意
味
は
1
‥
1
1
の
場
合
と
同
じ
で
あ
る
。

○
向
レ
双
林
等
レ
此
身
粥
飯
喫
〆
刊
l
判
別
時
日
ヲ
過
サ
イ
テ
不
レ
人
事
ヲ
〆
注
却
ヲ
下
〆
揮
案
－
ス
ル
カ
惹
挨
－
タ
事
ソ
ト
也
（
『
碧
巌
集

紗
』
　
七
3
6
ウ
）

以
上
の
如
く
、
抄
物
に
見
ら
れ
る
「
ヤ
バ
リ
」
は
語
形
の
違
い
に
か
か
わ
ら
ず
、
い
ず
れ
も
「
（
て
）
居
る
」
「
置
く
」
を
修
飾
し
て
、
《
も

と
の
ま
ま
の
状
態
で
あ
る
さ
ま
》
を
表
し
て
い
る
。
抄
物
の
「
ヤ
バ
リ
」
の
意
味
は
、
「
ヤ
ヲ
ラ
」
の
《
動
作
を
徐
々
に
、
静
粛
に
行
う
さ
ま
》

と
は
異
な
っ
て
い
る
。
け
れ
ど
も
、
「
緩
慢
な
動
作
」
の
徹
底
は
「
動
作
の
静
止
」
に
つ
な
が
ろ
う
か
ら
、
意
味
変
化
と
し
て
は
不
自
然
で
は

「
ヤ
　
ヲ
　
ラ
」
と
　
「
ヤ
　
バ
　
リ
」



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
八

な
く
、
「
ヤ
バ
リ
」
の
語
源
を
「
ヤ
ヲ
ラ
」
に
求
め
る
障
害
に
は
な
ら
な
い
。
問
題
は
、
「
ヤ
ヲ
ラ
」
か
ら
「
ヤ
バ
リ
」
へ
の
語
形
変
化
の
道

筋
の
説
明
に
あ
る
こ
と
に
な
る
。

四
、
「
ヤ
ヲ
ラ
」
か
ら
「
ヤ
バ
リ
」
　
ヘ

ヤ
バ
リ
・
ヤ
ツ
バ
リ
・
ヤ
ツ
ハ
シ
は
、
現
代
語
の
語
形
と
同
じ
く
（
ヤ
バ
リ
・
ヤ
ッ
パ
リ
・
ヤ
ッ
パ
シ
）
と
発
音
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら

れ
る
。
『
土
井
本
周
易
抄
』
　
に
、

○
刊
ツ
ー
ペ
男
不
レ
動
〆
ヲ
ラ
バ
ヨ
イ
ゾ
（
四
5
ウ
）

と
あ
っ
て
、
こ
の
濁
点
は
鈴
木
氏
の
説
か
れ
る
如
く
（
前
掲
書
）
、
半
濁
音
の
表
記
に
用
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
う
考
え
る
と
、
こ
れ
と
平

行
す
る
形
で
あ
る
ヤ
ホ
リ
・
ヤ
ツ
ホ
リ
・
ヤ
ホ
シ
も
〈
ヤ
ホ
リ
・
ヤ
ッ
ポ
リ
・
ヤ
ホ
シ
）
と
発
音
さ
れ
て
い
た
と
見
る
の
が
自
然
で
あ
る
。

ヤ
ホ
リ
と
ヤ
ヲ
リ
と
の
関
係
は
微
妙
で
あ
る
。
『
湯
山
聯
句
抄
』
で
は
伝
本
に
よ
っ
て
次
の
よ
う
な
異
同
が
あ
る
。

○
叫
利
男
イ
ル
商
ナ
レ
ト
モ
、
ウ
リ
カ
ウ
テ
播
磨
国
へ
モ
ヤ
リ
ツ
ト
ツ
、
シ
、
摂
州
ノ
物
ヲ
、
サ
ヤ
ウ
ニ
ズ
ル
ソ
（
6
8
オ
9
　
霊
雲
院
本

「
ヤ
ホ
リ
」
・
寛
永
版
本
「
ヤ
ヲ
リ
」
）

ノ

　

　

ノ

ニ

　

コ

ト

ヲ

　

　

　

ノ

こ

○
漢
張
艮
力
鷺
ヲ
道
二
惟
娼
中
藤
　
決
二
千
里
外
l
ト
云
テ
、
刊
列
外
、
マ
ク
ウ
チ
マ
ワ
ス
処
ニ
イ
テ
、
ケ
イ
リ
ヤ
ク
ヲ
、
チ
ヤ
ツ
く

ト
シ
テ
、
弓
矢
ヲ
ト
ラ
セ
タ
ソ
（
5
9
ウ
6
　
霊
雲
院
本
・
版
本
と
も
「
ヤ
ヲ
リ
」
）

○
占
レ
閑
ヲ
シ
メ
得
テ
、
心
ノ
健
二
刺
l
刊
男
ヲ
ル
ハ
、
閑
ヲ
多
持
テ
、
大
名
ナ
ル
ホ
ト
こ
、
北
阪
ノ
賎
宝
多
ク
モ
ツ
ト
同
事
ソ
（
9
ウ
1
2

霊
雲
院
本
「
ヤ
ヲ
リ
」
・
版
本
「
カ
ワ
リ
」
）

第
二
例
は
三
伝
本
と
も
に
ヤ
ヲ
リ
と
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
第
一
例
の
ヤ
ホ
リ
も
仮
名
遣
い
の
問
題
で
あ
っ
て
、
発
音
は
（
ヤ
ヲ

リ
）
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。
最
後
の
例
の
カ
ワ
リ
は
霊
雲
院
本
の
語
形
を
尊
重
し
て
ヤ
ヲ
リ
と
誤
写
と
し
て
取
り
扱
う
が
、
ヤ
ワ
リ
の

誤
写
の
可
能
性
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
。



さ
て
、
「
ヤ
バ
リ
」
の
諸
形
を
出
現
順
に
見
る
な
ら
ば
、
最
も
早
い
例
は
『
百
丈
清
規
抄
』
の
ヤ
バ
リ
で
あ
る
。
江
戸
初
期
刊
の
抄
物
で
は
、

『
禅
林
類
緊
撮
要
抄
』
『
碧
巌
集
抄
』
は
ヤ
ワ
リ
専
用
で
あ
り
、
『
無
刊
記
碧
岩
紗
』
で
は
ヤ
ヲ
リ
専
用
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
ヤ
ホ
リ
・

ヤ
ツ
ホ
リ
・
ヤ
ホ
シ
は
『
四
河
入
海
』
　
の
「
一
云
」
と
『
湯
山
聯
句
抄
』
と
で
あ
っ
て
、
い
ず
れ
も
一
韓
の
抄
に
限
っ
て
見
ら
れ
る
形
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
実
態
か
ら
、
（
ヤ
バ
リ
・
ヤ
ッ
パ
リ
・
ヤ
ッ
パ
シ
）
が
先
行
し
、
こ
れ
か
ら
（
ヤ
ホ
リ
・
ヤ
ッ
ポ
リ
・
ヤ
ホ
シ
）
が
派
生
し
、

さ
ら
に
ヘ
ヤ
バ
リ
）
（
ヤ
ホ
リ
）
か
ら
（
ヤ
ワ
リ
）
（
ヤ
ヲ
リ
）
が
派
生
し
た
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
。

さ
て
、
「
ヤ
ヲ
ラ
」
と
「
ヤ
バ
リ
」
と
の
関
係
で
あ
る
が
、
「
ヤ
ヲ
ラ
」
の
方
は
『
日
葡
辞
書
』
に
登
載
さ
れ
て
い
る
形
か
ら
し
て
ヤ
ワ
ラ

が
室
町
時
代
の
一
般
形
で
あ
っ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
（
ヤ
バ
リ
）
は
（
ヤ
ワ
ラ
）
の
直
接
の
変
化
形
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、

こ
れ
を
音
声
変
化
と
し
て
合
理
的
に
説
明
す
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。
と
す
れ
ば
、
右
に
述
べ
た
a
ヤ
バ
リ
・
ヤ
ツ
バ
リ
・
ヤ
ツ
ハ
シ
、

b
ヤ
ホ
リ
・
ヤ
ツ
ホ
リ
・
ヤ
ホ
シ
、
C
ヤ
ワ
リ
、
d
ヤ
ヲ
リ
の
諸
形
の
派
生
関
係
の
捉
え
か
た
に
問
題
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、

「
ヤ
バ
リ
」
　
の
も
と
の
形
は
何
で
あ
っ
た
か
で
あ
る
。

結
論
を
先
に
述
べ
る
な
ら
ば
、
「
ヤ
バ
リ
」
の
も
と
の
形
は
ヤ
ワ
リ
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ヤ
ワ
リ
は
早
く
に
『
史

料
本
人
天
眼
目
抄
』
　
に
見
ら
れ
る
。
江
戸
期
の
伝
万
安
の
抄
で
は
ヤ
ワ
リ
専
用
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
敬
語
「
ヲ
ス
ナ
ル
」
を
使
用

∴
〓
－
、

す
る
こ
と
か
ら
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
伝
万
安
の
抄
物
の
こ
と
ば
に
は
古
態
性
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
『
史
料
本
人
天
眼
目
抄
』
は
書
写
は

江
戸
期
で
あ
る
が
、
そ
の
ヤ
ワ
リ
も
原
本
の
形
を
伝
え
る
も
の
と
考
え
る
こ
と
も
出
来
る
。
ヤ
ヲ
リ
も
『
湯
山
聯
句
抄
』
に
す
で
に
そ
の
用

例
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
C
ヤ
ワ
リ
あ
る
い
は
d
ヤ
ヲ
リ
が
a
（
ヤ
バ
リ
系
V
 
b
（
ヤ
ホ
リ
系
）
に
先
行
す
る
形
で
あ
っ
た
と

見
う
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
ヤ
バ
リ
」
の
も
と
の
形
は
ヤ
ワ
リ
で
あ
り
、
こ
れ
が
ヤ
ワ
ラ
の
直
接
的
な
変
化
形
で
あ
る
と
考
え
る
の
で

あ
る
。こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
き
、
次
に
は
（
ヤ
ワ
リ
）
か
ら
（
ヤ
バ
リ
）
　
へ
の
変
化
が
合
理
的
に
説
明
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
が
、
そ
れ
は

次
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
（
ヤ
ワ
リ
）
か
ら
直
ち
に
（
ヤ
バ
リ
）
　
へ
と
変
化
し
た
の
で
は
な
く
、
（
ヤ
ワ
リ
）
は
ま
ず
（
ヤ
ッ

「
ヤ
　
ヲ
　
ラ
」
と
　
「
ヤ
　
バ
　
リ
」



鎌
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〇

パ
リ
）
　
へ
と
変
化
し
た
　
（
ヤ
ツ
ハ
シ
は
早
く
に
『
碧
巌
集
抄
八
川
僧
抄
）
』
　
に
見
ら
れ
る
）
。
そ
し
て
、
そ
の
（
ヤ
ッ
パ
リ
）
か
ら
（
ヤ
バ
リ
）
が

生
ま
れ
た
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
（
ヤ
ワ
リ
）
か
ら
（
ヤ
ッ
パ
リ
）
　
へ
の
変
化
は
（
ア
ワ
レ
）
か
ら
（
ア
ッ
パ
レ
）
を
派
生
す
る
こ
と
な
ど
か

ら
の
類
推
で
あ
り
、
そ
し
て
、
（
ヤ
ッ
パ
リ
）
か
ら
（
ヤ
バ
リ
）
　
へ
の
変
化
は
、
例
え
ば
（
ア
サ
ッ
パ
ラ
（
朝
腹
）
）
が
（
ア
サ
ハ
ラ
）
の
変
化

形
で
あ
る
と
い
う
事
実
に
基
づ
く
、
い
わ
ば
誤
れ
る
回
帰
で
あ
っ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

狭
い
調
査
の
範
囲
内
で
の
仮
説
で
は
あ
る
が
、
「
ヤ
バ
リ
」
　
の
諸
形
の
派
生
関
係
を
こ
の
よ
う
に
捉
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
ヤ
ヲ
ラ
」
と

「
ヤ
バ
リ
」
と
の
関
連
性
を
語
形
の
上
か
ら
も
説
明
で
き
る
。
《
動
作
を
徐
々
に
、
静
粛
に
す
る
さ
ま
》
を
表
す
「
ヤ
ヲ
ラ
」
は
、
《
も
と
の

ま
ま
の
状
態
で
あ
る
さ
ま
》
を
表
す
意
を
派
生
し
た
が
、
み
ず
か
ら
は
も
と
の
意
味
を
保
ち
続
け
、
新
し
い
意
味
は
「
ヤ
バ
リ
」
　
に
担
わ
せ

た
の
で
あ
る
。

C
ヤ
ワ
リ
か
ら
a
　
（
ヤ
バ
リ
系
）
　
へ
の
変
化
と
d
ヤ
ヲ
リ
か
ら
b
　
（
ヤ
ホ
リ
系
）
　
へ
の
変
化
の
い
ず
れ
が
先
で
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
は
不

明
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
け
れ
ど
も
、
「
ヤ
バ
リ
」
が
成
立
し
た
時
代
は
ヤ
ワ
ラ
と
ヤ
ヲ
ラ
の
両
形
が
併
存
し
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、

そ
の
い
ず
れ
で
あ
っ
て
も
問
題
は
な
い
。

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
「
ヤ
バ
リ
」
は
室
町
時
代
に
於
い
て
も
キ
リ
シ
タ
ン
資
料
に
は
兄
い
だ
し
難
い
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
「
ヤ
バ
リ
」

が
極
め
て
俗
な
こ
と
ば
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
明
治
一
九
年
刊
の
『
和
英
語
林
集
成
』
　
（
3
版
）
に
は
ヤ
バ
リ
が
登
載
さ
れ

て
い
て
、
次
の
よ
う
に
解
説
さ
れ
て
い
る
。

Y
A
H
A
R
I
　
寸
＼
／
亡
・
詩
　
a
d
く
．
（
c
O
－
〓
S
t
≡
y
e
t
－
巴
s
O
二
〇
〇
L
i
k
e
w
i
s
e
‥
－
選
旨
：
岩
昔
風
s
t
i
u
t
h
e
s
a
m
e
a
s
i
t
w
a
s
．
S
y
n
．

N
A
〇
．

こ
こ
に
「
俗
語
」
と
い
う
注
記
が
あ
る
こ
と
が
注
意
さ
れ
る
。



五
、
「
ヤ
バ
リ
」
の
意
味
変
化

室
町
時
代
の
「
ヤ
バ
リ
」
は
、
《
も
と
の
状
態
の
ま
ま
で
あ
る
さ
ま
》
を
表
す
副
詞
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
現
代
の
「
ヤ
バ
リ
」
と
は
意
味

が
異
な
っ
て
い
る
。
現
代
語
の
「
ヤ
バ
リ
」
は
、
例
え
ば
『
明
解
国
語
辞
典
』
で
、

①
（
何
か
し
て
み
た
も
の
の
）
結
果
が
以
前
（
他
の
場
合
）
と
同
じ
で
あ
る
こ
と
を
表
す
。

②
違
う
こ
と
が
一
応
は
期
待
さ
れ
た
が
、
結
果
的
に
は
普
通
に
予
測
さ
れ
る
通
り
で
あ
っ
た
こ
と
を
表
す
。

③
期
待
さ
れ
る
所
を
裏
切
ら
な
い
こ
と
を
表
す
。

と
解
説
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
話
し
手
の
主
観
を
表
す
副
詞
で
あ
る
。
室
町
時
代
に
於
い
て
客
観
的
な
状
態
を
表
す
副
詞
で
あ
っ
た
も
の
か

ら
話
し
手
の
主
観
を
表
す
副
詞
へ
と
意
味
を
転
換
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
意
味
の
転
換
が
い
つ
ご
ろ
生
じ
た
か
に
つ
い
て
最
後
に

触
れ
て
お
き
た
い
。

江
戸
時
代
を
四
期
に
分
け
る
な
ら
ば
、
第
一
期
（
明
暦
頃
ま
で
八
一
六
〇
三
～
一
六
五
八
）
）
・
第
二
期
（
寛
文
か
ら
享
保
頃
ま
で
八
一
六
六
一
～
一

七
三
六
）
）
に
於
け
る
「
ヤ
バ
リ
」
の
意
味
は
室
町
時
代
と
変
わ
る
と
こ
ろ
が
無
い
。
『
か
た
こ
と
』
（
慶
安
三
八
二
ハ
五
〇
）
年
）
に
は
、

○
剣
劇
利
J
d
叡
山
と
云
べ
き
を
。
や
っ
ぱ
り
。
や
は
り
。
や
っ
ぱ
し
な
ど
い
ふ
は
如
何
。
此
う
ち
に
も
や
は
り
と
い
ふ
こ
子
葉
は
若

矢
張
の
字
欺
。
弓
に
矢
を
引
く
は
へ
て
。
む
か
ふ
敵
を
射
す
ま
さ
ん
と
心
に
く
す
み
て
待
ま
ふ
け
た
る
や
う
の
こ
と
欺
。
（
6
6
3
）

と
あ
り
、
ま
た
、
本
稿
の
「
は
じ
め
に
」
に
掲
げ
た
よ
う
に
、
『
志
不
可
起
』
で
は
「
ソ
ノ
マ
＼
ト
云
二
用
ル
詞
也
」
と
説
い
て
い
る
。
こ
の

期
の
用
例
を
掲
げ
る
（
な
お
、
以
下
の
用
例
に
は
、
底
本
の
ル
ビ
は
省
略
し
た
）
。

〇
一
毎
日
ノ
＼
。
刊
刷
引
。
も
ち
つ
か
れ
け
る
と
な
り
。
と
の
餅
を
。
み
な
ノ
＼
。
な
が
局
の
っ
ぽ
ね
ご
と
へ
。
く
ぼ
ら
れ
け
る
。

（
『
お
き
ノ
1
物
語
』
　
7
ウ
6
）

○
物
も
ふ
。
ぐ
つ
ろ
左
殿
。
う
ち
に
ご
ざ
る
か
。
何
と
は
や
見
物
に
ご
ざ
っ
た
。
や
れ
く
。
ぐ
つ
ろ
殿
と
。
同
道
せ
ね
ば
。
み
ど
も

「

ヤ

ヲ

ラ

」

と

「

ヤ

バ

リ

」
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二

の
な
ぐ
き
み
が
な
い
。
や
あ
。
み
ど
も
に
あ
ふ
て
。
笠
を
と
ら
せ
ら
る
ゝ
は
ど
な
た
じ
ゃ
。
刊
咄
引
め
せ
。
こ
な
た
は
祭
は
見
物
な

さ
れ
ぬ
か
。
（
『
続
狂
言
記
』
元
禄
二
二
八
一
七
〇
〇
）
年
　
見
物
左
衛
門
　
二
1
2
オ
堕

○
簾
を
上
げ
て
「
コ
レ
お
は
つ
じ
ゃ
な
い
か
。
こ
れ
は
ど
う
じ
ゃ
」
と
編
笠
を
。
脱
が
ん
と
す
れ
ば
「
ア
＼
ま
づ
刊
咄
引
着
て
ゐ
さ
ん

せ
。
け
ふ
は
ゐ
な
か
の
客
で
。
三
十
三
番
の
観
音
様
を
め
ぐ
り
ま
し
。
こ
ゝ
で
晩
ま
で
日
暮
し
に
。
酒
に
す
る
じ
ゃ
と
ぜ
い
言
ひ
て
。

物
真
似
聞
き
に
そ
れ
そ
こ
へ
。
戻
っ
て
見
れ
ば
む
つ
か
し
い
。
駕
寵
も
み
な
知
ら
ん
し
た
衆
。
や
っ
ぱ
り
笠
を
着
て
ゐ
さ
ん
せ
。
…
」

（
『
曾
根
崎
心
中
』
元
禄
〓
ハ
八
一
七
〇
三
）
年
　
『
新
古
典
大
系
』
上
1
0
g
・
9
）

○
ま
た
四
五
町
す
ぎ
て
、
右
の
男
に
行
合
ひ
、
「
さ
て
ノ
＼
、
そ
の
方
に
よ
く
似
た
る
者
有
て
、
只
今
面
目
を
失
ふ
た
」
と
語
る
。
か
の

男
聞
て
、
「
こ
れ
は
さ
て
、
刊
刷
引
右
の
者
に
て
候
」
と
い
ふ
。
（
『
軽
口
御
前
男
』
元
禄
一
六
八
一
七
〇
三
）
年
　
岩
波
文
庫
『
元
禄
期
軽

口
本
集
』
　
1
9
9
）

O
「
け
ふ
も
け
ふ
と
て
此
子
が
の
。
う
み
の
母
は
な
き
と
も
し
ら
ず
。
や
っ
ぱ
り
此
葛
の
葉
を
。

実
の
親
と
思
ふ
て
心
よ
ふ
あ
そ
ベ

ど
も
。
乳
を
さ
ぐ
つ
て
か
ゝ
さ
ま
な
ふ
と
。
泣
が
悲
し
い
〈
」
と
わ
っ
と
計
に
ふ
L
L
つ
む
。
（
竹
田
出
雲
『
芦
屋
遺
漏
大
内
鑑
』
享

保
九
八
一
七
三
四
）
年
　
『
新
古
典
大
系
』
　
1
0
6
・
8
）

『
お
き
く
物
語
』
は
元
和
八
八
二
ハ
二
二
）
年
、
大
坂
城
落
城
の
際
に
、
城
中
に
あ
っ
た
菊
と
い
う
二
十
歳
の
女
性
の
体
験
を
記
し
た
も
の

で
、
一
七
世
紀
末
の
成
立
か
と
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
「
ヤ
バ
リ
」
は
「
相
も
変
わ
ら
ず
餅
を
つ
い
て
い
た
」
と
い
う
の
で
あ
る
。
『
続

狂
言
記
』
の
例
は
、
「
笠
を
取
ら
な
い
で
そ
の
ま
ま
で
」
の
意
で
あ
る
。
『
曾
根
崎
心
中
』
の
例
は
、
「
笠
を
そ
の
ま
ま
着
て
い
な
さ
い
」
の
意

で
あ
る
。
『
軽
口
御
前
男
』
の
例
は
、
あ
る
侍
が
知
人
に
会
っ
て
、
「
作
左
衛
門
さ
ん
。
久
し
ぶ
り
」
と
声
を
掛
け
た
と
こ
ろ
、
別
人
で
あ
っ

た
。
し
ば
ら
く
歩
い
て
、
ま
た
同
じ
男
に
出
会
っ
て
、
侍
が
「
さ
っ
き
あ
な
た
に
よ
く
似
た
人
に
会
っ
て
、
恥
を
か
き
ま
し
た
」
と
言
っ
た

の
に
対
し
て
、
「
さ
っ
き
の
と
同
じ
男
で
す
」
と
答
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
『
芦
産
道
満
大
内
鑑
』
の
例
は
、
生
み
の
母
親
は
も
は
や
亡
く
な

っ
て
い
る
こ
と
も
知
ら
す
、
蔦
の
葉
を
依
然
と
し
て
実
の
親
と
思
い
込
ん
で
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
室
町
時
代
の
抄
物
に
於
い
て
見
ら
れ



た
よ
う
な
被
修
飾
語
の
囲
定
性
は
見
ら
れ
な
い
が
、
意
味
は
い
ず
れ
も
室
町
時
代
と
変
わ
ら
な
い
。

し
か
し
、
第
二
期
も
末
に
な
る
と
、
次
の
よ
う
な
注
意
す
べ
き
用
例
が
出
て
く
る
。

O
「
こ
れ
な
ふ
こ
ゝ
に
」
と
に
し
き
の
ふ
く
ろ
。
明
ん
と
す
れ
ば
、
「
ヤ
ア
明
ケ
ま
い
く
。
ま
ん
一
其
り
ん
し
た
か
う
ぢ
つ
い
と
う
の

う
す
ず
み
れ
ば
。
此
ば
で
や
ら
れ
ず
ゆ
る
さ
れ
ず
。
あ
け
ず
と
や
っ
ぱ
り
其
ま
ゝ
ノ
＼
」
（
並
木
宗
輔
『
狭
夜
衣
智
鷺
剣
廻
』
元
文
四
八
一

七
三
九
）
年
　
『
新
古
典
大
系
』
　
2
2
3
・
5
）

「
ヤ
ッ
パ
リ
」
が
「
そ
の
ま
ま
」
と
重
ね
て
用
い
ら
れ
て
い
て
、
「
そ
の
ま
ま
」
で
あ
る
状
態
に
対
す
る
話
し
手
の
予
想
や
期
待
の
意
を
含
む

よ
う
に
な
っ
た
例
と
も
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
三
期
（
宝
暦
か
ら
寛
政
頃
八
一
七
五
一
～
一
八
〇
一
）
）
に
は
、
客
観
的
状
態
を
表
す
「
ヤ
バ
リ
」
と
と
も
に
、
話
し
手
の
主
観
を
表
す
「
ヤ

バ
リ
」
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

○
▲
楽
天
　
イ
ヱ
く
心
中
で
は
ご
ざ
り
ま
せ
ぬ
美
生
ト
い
ふ
男
が
。
近
所
の
娘
と
漑
流
ノ
橋
に
て
出
合
約
束
い
た
し
ま
し
て
橋
の
う

へ
で
待
て
い
ま
し
た
所
に
な
に
が
此
中
の
大
白
雨
で
に
わ
か
水
が
出
て
来
た
に
愛
を
さ
つ
て
は
心
中
が
立
ぬ
と
い
ふ
て
や
つ
は
り
橋

の
う
へ
に
い
た
げ
に
ご
ざ
り
ま
す
（
『
聖
遊
廓
』
宝
暦
七
八
一
七
五
七
）
年
『
酒
落
本
大
成
』
二
3
3
0
下
は
）

は
、
橋
の
上
で
女
と
待
ち
合
わ
せ
の
約
束
を
し
て
い
た
男
が
、
に
わ
か
水
が
出
て
危
険
に
な
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
「
そ
の
ま
ま
橋
の
上
に

い
た
」
と
い
う
意
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
例
が
あ
る
一
方
で
、
同
書
に
は
、
次
の
よ
う
な
例
が
あ
る
。

○
▲
主
李
白
　
折
ふ
し
此
方
に
酢
を
き
ら
し
ま
し
た
ゆ
へ
と
な
り
へ
も
ら
い
に
や
り
ま
し
た
が
酢
か
き
ゝ
ま
す
れ
は
よ
ふ
ご
ざ
り
ま
す

が▲
孔
子
　
刊
嘲
引
鯉
は
こ
く
せ
う
が
よ
い
に
此
酢
は
き
ぶ
ひ
酢
L
や
（
3
2
g
上
1
5
）

「
鯉
料
理
に
は
、
一
般
に
期
待
さ
れ
る
通
り
、
濃
い
酢
が
よ
い
」
と
い
う
の
で
あ
る
。

『
月
花
余
情
』
（
宝
暦
七
八
一
七
五
七
）
年
）
　
に
は
、
古
い
意
味
と
新
し
い
意
味
と
の
両
方
が
見
ら
れ
る
。

「
ヤ
　
ヲ
　
ラ
」
　
と
　
「
ヤ
　
バ
　
リ
」
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六
四

〇
〔
く
め
〕
ナ
ア
二
を
つ
し
や
る
や
ら
。
そ
ん
な
わ
る
口
を
つ
し
や
る
と
。
つ
げ
る
ぞ
へ
。
〔
客
〕
大
事
ご
ざ
ら
ぬ
。
日
が
ら
の
へ
ん
が

へ
す
る
よ
り
ま
L
で
ご
ざ
ろ
。
〔
と
よ
〕
又
や
つ
は
り
わ
る
口
じ
や
わ
い
な
サ
ア
一
ツ
あ
が
れ
（
『
酒
落
本
大
成
』
三
1
0
9
下
1
0
）

○
〔
中
居
く
は
し
や
〕
…
。
す
っ
て
ん
ノ
＼
。
ヤ
ア
喜
八
髪
高
ふ
ゆ
ふ
た
な
。
大
分
能
イ
男
じ
ゃ
と
い
ふ
て
。
あ
た
ま
を
ち
ょ
っ
と
た
＼

く
。
〔
料
理
人
喜
八
〕
ハ
ア
是
は
い
た
も
と
じ
ゃ
。
〔
客
〕
や
つ
は
り
我
商
売
で
。
口
あ
い
。
や
り
お
っ
た
と
。
い
ひ
く
。
奥
へ
行
。

こ
た
つ
に
も
た
れ
状
よ
む
。
（
同
1
0
9
上
1
4
）

前
例
は
予
想
通
り
悪
口
を
言
っ
て
い
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
が
、
後
例
は
料
理
人
喜
八
の
「
い
た
も
と
」
と
い
う
発
言
に
対
し
て
、
料
理
人

だ
か
ら
予
想
通
り
そ
の
商
売
に
引
っ
掛
け
た
語
呂
合
わ
せ
を
言
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
『
虎
寛
本
狂
言
』
　
（
寛
政
四
年
八
一
七
九
二
）
年
写
）
に

も
新
し
い
意
味
の
「
ヤ
バ
リ
」
が
見
ら
れ
る
。

○
（
シ
テ
）
扱
ど
こ
に
付
て
吸
は
す
る
ぞ
。
（
ア
ド
）
刊
刷
り
l
先
祖
の
お
ほ
ぢ
の
通
り
拇
の
は
ら
に
付
て
吸
は
せ
う
。
（
か
う
や
く
ね
り
『
岩

波
文
庫
本
』
下
2
3
5
）

第
三
期
に
は
、
江
戸
語
で
書
か
れ
た
酒
落
本
で
も
「
ヤ
バ
リ
」
　
の
意
味
は
転
じ
て
い
る
。

○
そ
う
こ
う
。
い
ふ
う
ち
に
是
は
。
衣
紋
坂
。
や
っ
ぱ
り
。
こ
～
は
古
風
に
こ
1
で
。
ず
い
ぶ
ん
。
衣
紋
を
。
つ
く
ろ
う
が
ゑ
い
。
（
『
遊

子
方
言
』
明
和
七
八
一
七
七
〇
）
年
『
酒
落
本
大
成
』
　
四
3
5
4
下
2
）

○
〔
酔
〕
ナ
ン
ト
モ
ウ
か
ふ
風
が
身
に
し
ん
で
は
朝
帰
り
は
大
か
た
カ
ゴ
で
あ
ら
ふ
な
ア
〔
カ
コ
〕
イ
エ
モ
ウ
旦
那
衆
が
勘
定
高
ふ
て

寒
の
内
で
も
ヤ
ッ
パ
リ
堀
リ
の
方
が
多
ふ
ご
ざ
り
ま
す
　
（
『
南
江
駅
話
』
明
和
七
八
一
七
七
〇
）
年
　
『
酒
落
本
大
成
』
五
7
1
上
1
3
）

○
ま
づ
ざ
っ
と
し
た
所
が
こ
の
く
ら
い
の
物
。
ま
づ
船
頭
で
さ
へ
。
此
通
り
に
客
を
そ
ま
つ
に
す
る
。
ま
し
て
其
船
頭
の
つ
れ
て
行
所

な
ら
。
や
つ
は
り
其
茶
や
も
其
通
り
。
（
『
遊
里
の
花
』
明
和
八
八
一
七
七
D
年
　
『
酒
落
本
大
成
』
五
m
上
3
）

○
〔
わ
る
口
組
日
〕
是
頭
取
殿
さ
き
か
ら
。
き
け
ば
む
せ
ふ
に
お
れ
を
お
さ
き
に
す
る
が
。
ど
ら
程
。
こ
ふ
L
や
で
。
お
れ
に
い
け
ん

た
て
。
其
く
ら
い
の
事
は
。
お
れ
も
し
つ
て
い
る
。
こ
ゝ
な
頭
取
の
ど
ろ
ば
う
野
郎
め
〔
頭
取
い
わ
く
〕
そ
れ
ノ
＼
。
刊
副
引
其
よ



ふ
に
。
御
意
な
さ
る
が
野
ぼ
の
印
其
様
な
。
い
さ
こ
ざ
で
女
郎
を
。
お
買
な
さ
る
ゆ
へ
。
い
つ
で
も
。
ち
や
に
さ
れ
ま
す
（
同
2
3
6
下
誓

『
遊
子
方
言
』
の
例
は
、
通
人
が
若
い
男
を
伴
っ
て
深
川
の
色
街
に
出
か
け
る
途
中
、
衣
紋
坂
に
か
か
っ
た
時
の
畢
言
で
、
こ
こ
の
坂
で
は

一
般
の
や
り
方
と
し
て
衣
紋
を
つ
く
ろ
う
の
で
あ
る
が
、
そ
の
通
り
に
こ
こ
で
衣
紋
を
つ
く
ろ
お
う
と
い
う
の
で
あ
る
。

第
四
期
（
文
化
以
降
八
一
八
〇
四
～
一
八
六
七
）
）
　
に
は
意
味
変
化
が
完
了
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
。

○
そ
い
つ
を
読
本
な
ど
に
も
誤
っ
て
礼
を
い
ふ
事
と
思
っ
て
、
お
礼
申
す
と
い
ふ
所
へ
い
や
を
ま
う
し
て
な
ど
～
つ
か
っ
て
あ
る
か
ら
、

や
っ
ぱ
り
能
事
と
思
っ
て
誤
伝
へ
る
の
よ
。
（
『
浮
世
床
』
文
化
十
～
十
一
八
一
八
三
一
～
一
八
一
四
）
年
　
『
日
本
古
典
全
集
』
2
8
7
・
ほ
）

○
長
「
さ
う
さ
ノ
（
1
鼠
と
号
よ
う
　
短
「
イ
ヤ
く
鼠
も
猫
に
は
か
な
は
ね
へ
　
長
「
ム
＼
な
る
ほ
ど
鼠
よ
り
猫
が
つ
よ
い
　
短
「
そ

ん
な
ら
苦
労
す
る
事
は
ね
へ
　
長
「
な
ぜ
　
短
「
や
っ
ぱ
り
猫
と
呼
ぶ
が
い
～
　
（
同
右
3
0
0
・
1
1
）

O
「
…
私
な
ど
も
見
て
お
ら
れ
ま
せ
ん
か
ら
刊
域
外
お
店
の
方
の
お
手
つ
だ
ひ
を
い
た
し
て
ネ
、
お
ま
へ
さ
ん
、
銭
湯
へ
参
る
間
も
ご

ざ
い
ま
せ
ん
。
…
」
　
（
同
右
3
6
6
・
2
）

○
鳥
「
い
よ
／
＼
な
け
り
ア
お
れ
と
色
に
な
る
か
。
そ
り
ゃ
ァ
否
だ
ろ
ふ
。
ま
た
な
っ
て
は
言
か
は
し
た
人
に
済
め
へ
一
た
み
「
ア
レ

マ
ア
笥
刷
引
左
様
思
召
ま
す
か
。
貴
君
に
左
様
思
は
れ
ま
す
く
ら
ゐ
な
ら
、
殺
さ
れ
ま
し
て
も
か
ま
ひ
ま
せ
ん
ト
少
し
涙
ぐ
む
。

（
為
永
春
水
『
春
告
鳥
』
天
保
七
～
八
八
一
八
三
六
～
七
）
年
　
『
日
本
古
典
全
集
』
　
4
1
1
・
1
1
）

六
、
お
わ
り
に

「
ヤ
バ
リ
」
と
そ
の
語
源
と
考
え
ら
れ
る
「
ヤ
ヲ
ラ
」
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
意
味
上
の
類
似
性
は
早
く
か
ら
指
摘
さ
れ
て
き
た
が
、
語
形

上
の
関
連
性
に
つ
い
て
は
明
確
な
説
明
が
な
か
っ
た
。
本
稿
は
、
そ
れ
に
つ
い
て
の
一
つ
の
試
案
で
あ
る
。

「
ヤ
バ
リ
」
の
意
味
は
、
室
町
時
代
に
於
い
て
は
《
も
と
の
状
態
の
ま
ま
で
あ
る
さ
ま
》
と
い
う
客
観
的
な
状
態
を
修
飾
す
る
副
詞
で
あ
っ

た
が
、
江
戸
の
第
二
期
か
ら
第
三
期
に
か
け
て
の
時
期
に
現
代
語
の
意
味
を
有
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
見
ら
れ
る
。
こ
の
意
味
変
化
は
、
「
も

「
ヤ
　
ヲ
　
ラ
」
と
　
「
ヤ
　
バ
　
リ
」



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
六

と
の
状
態
の
ま
ま
で
あ
る
」
と
い
う
表
現
の
背
後
に
存
す
る
「
変
わ
る
こ
と
が
予
想
あ
る
い
は
期
待
さ
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
も
と
の
ま

ま
で
あ
る
」
と
い
う
話
し
手
の
主
観
的
感
情
が
意
味
の
中
核
に
移
っ
た
も
の
で
あ
る
。
客
観
的
な
状
態
を
表
す
も
の
か
ら
話
し
手
の
主
観
を

（12）

表
す
よ
う
に
な
る
副
詞
と
し
て
、
浜
田
敦
氏
は
「
や
う
や
う
」
の
場
合
を
指
摘
し
て
お
ら
れ
る
が
、
「
ヤ
バ
リ
」
も
ま
た
そ
の
よ
う
な
意
味
変

化
を
遂
げ
た
副
詞
の
一
つ
に
挙
げ
ら
れ
る
。

注（
1
）
　
「
今
昔
物
語
集
の
（
和
ラ
）
と
そ
の
周
辺
語
」
（
『
文
芸
研
究
』
5
7
　
昭
和
4
2
・
1
1
）

（
2
）
　
「
ヤ
ヲ
ラ
」
に
関
し
て
本
稿
で
調
査
し
た
文
献
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
『
大
和
物
語
』
『
落
窪
物
語
』
『
晴
蛤
日
記
』
『
枕
草
子
』
『
源
氏
物
語
（
大
成

本
）
』
『
紫
式
部
日
記
』
『
讃
岐
典
侍
日
記
』
『
打
開
集
』
『
発
心
集
』
『
大
鏡
』
『
浜
松
中
納
言
物
語
』
『
と
り
か
へ
ば
や
物
語
』
『
堤
中
納
言
物
語
』
『
閑

居
友
』
『
古
本
説
話
集
』
『
宇
治
拾
遺
集
』
『
十
訓
抄
』
『
解
脱
門
義
聴
集
記
』
『
延
慶
本
平
家
物
語
』
『
土
井
本
太
平
記
』
『
天
草
版
平
家
物
語
』
。

（
3
）
　
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
の
「
や
わ
ら
」
の
項
に
は
、

「
こ
の
た
ち
給
へ
る
か
た
に
い
と
し
の
び
て
い
り
ぬ
る
に
、
あ
や
し
く
て
、
刊
到
引
し
り
に
た
ち
て
い
り
給
ぬ
る
を
、
い
か
で
か
し
ら
ん
、
よ
べ

の
な
か
の
と
を
刊
材
引
あ
く
れ
ば
さ
さ
ざ
り
け
る
も
心
と
き
め
き
せ
ら
れ
て
い
り
ぬ
る
に
」
（
「
あ
さ
ぢ
が
露
」
）

の
例
を
挙
げ
、
補
注
で
、

「
あ
さ
ぢ
が
露
」
の
例
文
に
は
「
や
を
ら
」
と
「
や
は
ら
」
両
語
が
見
ら
れ
、
前
者
は
人
の
体
自
体
を
動
か
す
さ
ま
に
い
い
、
後
者
は
他
に
は
た

ら
き
か
け
る
さ
ま
に
い
っ
て
区
別
し
た
も
の
か
。

と
説
い
て
い
る
。

（
4
）
　
本
稿
で
取
り
上
げ
た
抄
物
の
底
本
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
『
百
丈
清
規
抄
』
は
『
続
抄
物
資
料
集
成
』
、
『
史
料
本
人
天
眼
冒
抄
』
は
『
抄
物
大
系
』
、

『
京
大
本
場
山
聯
句
抄
』
『
京
大
本
周
易
抄
』
は
『
京
都
大
学
国
語
国
文
学
資
料
叢
書
』
、
『
土
井
本
周
易
抄
』
は
鈴
木
博
氏
『
周
易
抄
の
国
語
学
的

研
究
』
（
影
印
篇
）
、
『
四
河
入
海
』
は
『
抄
物
資
料
集
成
』
、
『
禅
林
類
衆
撮
要
抄
』
は
『
禅
門
抄
物
叢
刊
』
、
『
碧
巌
集
抄
（
伝
万
安
抄
）
』
『
無
刊
記

碧
岩
紗
』
は
『
抄
物
小
系
』
、
『
史
記
抄
（
京
大
本
）
』
『
碧
巌
集
抄
八
川
僧
抄
）
』
『
東
大
国
語
研
究
室
蔵
医
方
大
成
論
抄
』
は
紙
焼
写
真
あ
る
い
は
原



（5）（6）（7）（8）（9）（10）

へ
目
し

（
1
2
）

本
調
査
に
よ
る
。

鈴
木
博
氏
『
周
易
抄
の
国
語
学
的
研
究
』
の
影
印
篇
索
引
の
例
数
に
よ
る
。

『
抄
物
資
料
集
成
』
　
の
要
語
索
引
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
例
数
。

出
雲
朝
子
氏
『
玉
塵
抄
を
中
心
と
し
た
室
町
時
代
語
の
研
究
』
　
の
指
摘
に
よ
っ
て
い
る
。

「
ツ
」
は
右
傍
に
補
入
さ
れ
て
い
て
、
天
文
四
年
の
書
写
の
際
に
補
わ
れ
た
可
能
性
も
あ
る
。

『
土
井
本
周
易
抄
』
に
次
の
例
も
あ
る
。
両
足
院
本
に
「
狩
ハ
」
、
成
筆
堂
本
「
カ
リ
ハ
」
と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
鈴
木
氏
（
前
掲
書
）
は
「
カ
リ

（
狩
）
　
ハ
」
　
の
誤
写
と
推
定
し
て
お
ら
れ
る
。

○
カ
リ
バ
カ
リ
テ
ナ
ウ
テ
、
征
伐
ノ
法
ヲ
ナ
ラ
パ
ス
、
刊
l
州
l
男
征
伐
ノ
法
ヲ
ナ
ラ
ス
者
ノ
ゾ
（
3
6
1
・
1
1
）

鈴
木
博
「
『
医
方
大
成
論
抄
』
の
二
写
本
間
の
言
語
の
違
い
に
つ
い
て
」
（
『
室
町
時
代
語
の
研
究
』
所
収
）

拙
稿
「
敬
語
『
お
す
な
る
』
と
洞
門
抄
物
」
（
『
福
岡
教
育
大
学
紀
要
』
第
一
分
冊
2
7
号
　
昭
和
5
3
・
2
）

「
『
や
う
や
う
』
か
ら
『
や
っ
と
』
　
へ
」
　
（
『
人
文
研
究
』
四
ノ
六
　
昭
和
2
8
・
6
）

「
ヤ
　
ヲ
　
ラ
」
　
と
　
「
ヤ
　
バ
　
リ
」




